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徐 誠敏
(ソ ソンミン)

マーケティング特論
(中小企業のブランディング論)
中小企業とは何か、中小企業の
意義・役割の重要性について
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名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

本日の贈る言葉
マーケティング特論

I’m a very big believer in equal outcome

結果の平等はともかく、挑戦する機会というものは、

誰にでも平等であると強く信じている。

By Steve Jobs



先週の復習

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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マーケティング特論



授業の概要

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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中小企業が持続的成長を実現していくうえで、

ブランディングはきわめて重要な

戦略的取り組みである。

マーケティング特論
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一般的に大企業といえば

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論
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名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

大企業のイメージ

強 者
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一般的に大企業といえば

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

豊かな学習環境の中で、健康な生活(充実した福利厚生)

をしながら、ちゃんと筋トレ(人材育成、人材教育、

教育研修など)を受けて、健全なる心身を持って生活

(成長)しているイメージが大企業であるといえる。
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一般的に中小企業といえば

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論
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一般的に中小企業といえば

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

弱 者
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名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

➀大企業と異なり、規模が小さい

➁企業名が知られていない

すなわち、企業ブランドの知名度・

認知度がとても低い

➂ヒト・モノ・カネ・情報といった

4つの経営資源が乏しい

➃給料が低い、仕事がきつそう

➄品質力が低い、安い、弱い

一般的に中小企業といえば
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名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

中小企業は、わかりにくい

わかりにくいから、選ばれない

一般的に中小企業といえば



持続的成長

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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マーケティング特論

10年 30年 50年 70年 100年



ブランディングとは

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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わかりやすくいえば、

マーケティング特論

自社ブランド価値を

高めるためのあらゆる活動



ブランディングとは

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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わかりやすくいえば、

マーケティング特論

自社ブランド価値を

高めるためのあらゆる活動

出所：https://www.statista.com/chart/14022/brand-value-most-valuable-brands/(2021年9月20日確認)。

ブランディングが上手い企業はグローバル・ブランド価値も高い



ブランディングとは

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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わかりやすくいえば、

マーケティング特論

自社ブランド価値を

高めるためのあらゆる活動

出所：https://www.statista.com/chart/14022/brand-value-most-valuable-brands/(2021年9月20日確認)。

出所：https://kyodonewsprwire.jp/release/202011056692(2021年9月20日確認)。



なぜブランディングが必要なのか

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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マーケティング特論

中小企業はブランド弱者だから!

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=AygCx7SIMwaHYM&tbnid=WqI9RdT6GHeqaM:&ved=0CAYQjRw&url=http://nationalinterest.org/blog/the-skeptics/iran%E2%80%99s-bluster-weakness-6345&ei=UEoeU7rLO4aIkAWCqIG4DA&bvm=bv.62788935,d.dGI&psig=AFQjCNG9Alp9C6QggI4aG27-2PF7n6j6dg&ust=1394580189950432


なぜブランディングが必要なのか

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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マーケティング特論

質品と技術が優れた製品にもかかわらず、

名も知らない中小企業のブランドだという理由で、

市場で実際の価値より低い評価を受ける

「中小企業のディスカウント現象」を

克服するためのブランディングが

必要不可欠だからである。

中小企業はブランド弱者だから!



ブランド弱者とは

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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マーケティング特論

一般的に、大企業に比べ、自社ブランドの

知名度と認知度がきわめて低いがゆえに、品質や

機能性が高い製品・部品にもかかわらず、

価格競争という負の連鎖に陥る企業



なぜブランディングが必要なのか

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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マーケティング特論

中小企業＝ブランド弱者
◆製品力はあるものの、ブランド力が弱いため、

多くの困難に直面し市場から淘汰される

中小企業が年々増加。

◆ほとんどの中小企業は、ブランド力が弱いため、

消費者のマインドシェア(Mind Share)を占めるため

の資源も不足するブランド弱者である。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=AygCx7SIMwaHYM&tbnid=WqI9RdT6GHeqaM:&ved=0CAYQjRw&url=http://nationalinterest.org/blog/the-skeptics/iran%E2%80%99s-bluster-weakness-6345&ei=UEoeU7rLO4aIkAWCqIG4DA&bvm=bv.62788935,d.dGI&psig=AFQjCNG9Alp9C6QggI4aG27-2PF7n6j6dg&ust=1394580189950432
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マインドシェア(Mind Share)とは

マインドシェア(Mind Share)とは、
顧客・消費者の心に占める特定の企業ブランドや

製品ブランドの占有率を指す。

マーケティング特論

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)出所：https://36kr.jp/97810/(2020年9月20日確認)。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=EPu7kBGptMYPBM&tbnid=Tt-9Cw9KW3Cm7M:&ved=0CAYQjRw&url=http://ameblo.jp/marketing95/entry-11375681305.html&ei=G1EeU8z4O8S_kgWT7IHQBA&bvm=bv.62788935,d.dGI&psig=AFQjCNHCIFsJhdTJoLIyeQXQ_jP3EkaTUw&ust=1394582149142654
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=VFeI_5RTvtD3KM&tbnid=oD5x6tnKayJiPM:&ved=0CAYQjRw&url=http://itstrike.biz/apple/6566/&ei=fVUeU-y_GIn0lAWb1YHQCA&psig=AFQjCNHi2I8pzxkf5mpKam1AT-fRRGVonQ&ust=1394583159523820
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=keIGBTj-bbfDrM&tbnid=tu2_85WtUvDPQM:&ved=0CAYQjRw&url=http://www.pcworld.fr/telephonie/actualites,samsung-galaxy-s5-details-caracteristiques-rumeurs-mobile-world-congress-2014,546601,1.htm&ei=N1YeU6rcDcvFkQWMn4GwDg&psig=AFQjCNGsb0jab5jqXPFMAc-kx9oR1S8bzQ&ust=1394583367245796
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戦略的取り組み

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

出所：https://www.re-current.co.jp/column/pickup2/2667/(2021年9月20日確認)。

ブランディングを一時的に捉えるのではなく、

中長期的な視点から、全社員を巻き込んで

取り組まなければならない。
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授業の評価方法

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

本授業を履修するにあたって、100%の出席が

絶対条件である(ワクチンの副反応以外)。

参加姿勢(授業態度・レポート・小テストの質的

内容)70％＋質問とディスカッション30％

◆AA,A,B,C,D方式で評価する。

◆レポート課題は、数回にわたり実施する。
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名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

中小企業とは何か、中小企業の

意義・役割の重要性について考える

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCJWK7L6LjMgCFSefpgodPMkO5w&url=http://free-illustrations.gatag.net/2014/02/01/080000.html&bvm=bv.103388427,d.dGY&psig=AFQjCNHotjOykm4tAqFV7jNunX2otWv5iA&ust=1443060511953282
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCMKqq7-JjMgCFeE3pgod_ewEuQ&url=https://amanaimages.com/info/infoRF.aspx?SearchKey=10460000017&GroupCD=0&no=&bvm=bv.103388427,d.dGY&psig=AFQjCNHotjOykm4tAqFV7jNunX2otWv5iA&ust=1443060511953282


授業の概要

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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中小企業は国の雇用創出と輸出実績において重要な役割

を果たしており、国の国内総生産の成長率においても

大いに貢献している。とりわけ、日本経済を支えている

中小企業は、企業数の99.7%、全従業員数の70.1%

という高い割合を占めており、地方圏に立地する

企業に限ると、その割合がさらに高まりつつある。

マーケティング特論
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日本における中小企業数

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

出所：https://www.smrj.go.jp/recruit/environment.html(2021年9月19日確認)。
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日本における中小企業数

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

出所：https://www.smrj.go.jp/recruit/environment.html(2021年9月19日確認)。

出所：https://kigyolog.com/article.php?id=1045(2021年9月19日確認)。
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中小企業で働く従業員数

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

70.1%

出所：https://www.smrj.go.jp/recruit/environment.html(2021年9月19日確認)。



授業の概要

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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その一方、中小企業を取り巻く外部の環境は激変している。

また、中小企業間の競争も一層激化している。

それゆえ、中小企業は、持続的な競争優位を

確保していくうえで、ブランディングは必要不可欠である。

最近は、中小企業の経営活動においてブランディングが

果たす役割とその重要性はますます大きくなってきている。

したがって、本授業では、中小企業のブランディング・

プロセスに関する基本的知識を習得した上で、

その戦略的取り組みを理論的・実践的なアプローチから

詳細に解説していく。

マーケティング特論



授業の目標

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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本授業では、中小企業が強いブランドを構築するために

必要なブランディング戦略に関する基本的知識を

確実に習得したうえで、その理論と実践に対して

どのような応用可能性があるのかを検討し

模索することで、次のような学習成果を生み出す。

マーケティング特論



学習効果➀➁

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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➀中小企業にとってなぜブランディングが

重要であるのか、市場におけるさまざまな

環境要因について論理的に説明することができる。

➁中小企業が持続的成長を実現していくうえで

欠かせないブランディング戦略の基本プロセスに

関する基礎知識や用語について

わかりやすく説明することができる。

マーケティング特論



学習効果➀➁➂

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)
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➂中小企業の経営活動におけるブランディングの役割や

機能についてわかりやすく説明することができる。

➃ブランディングに関する理論的な知識を

身につけることができる。

➄中小企業のブランディングの戦略的取り組みの

成功事例から、それぞれのノウハウやスキルなどを

学ぶことで、ブランド構築や組織内における理念・

ビジョンの浸透型ブランディングに

関する実践的な知識を身につけることができる。

マーケティング特論
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中小企業庁による中小企業の定義

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

ここでいう中小企業の定義は，

中小企業基本法において定められている。

➀製造業の場合は資本金 3 億円以下、従業者数は300人以下

➁卸売業の場合は資本金1 億円以下、従業者数は100 人以下

➂サービス業の場合は資本金5千万円以下、従業者数100 人以下

➃小売業の場合は資本金5千万円以下、従業者数50 人以下

の企業を指す。

出所：https://www.chusho.meti.go.jp/soshiki/teigi.html(2021年9月19日確認)。
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中小企業庁による中小企業の定義

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

出所：https://kigyolog.com/article.php?id=1045(2021年9月19日確認)。
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中小企業庁による中小企業の定義

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

上記の条件に当てはまる企業を

一般的に中小企業であるといえる。

すなわち、中小企業かどうかを判断する上で、

重要なのは、資本金と従業員数である。
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中小企業ならではのメリット➀

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

機動力が高い

オーナーシップ経営であることが多い

中小企業では、迅速な意思決定を行うことで、

さまざまな変化に柔軟かつ迅速に

対応することができる。

出所：https://kigyolog.com/article.php?id=1045(2021年9月19日確認)。
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中小企業ならではのメリット➁

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

補助金や助成金が受けられる

大企業とは異なり、中小企業は政府や自治体から

の補助金や助成金が受けられる場面が多い。

昨今の新型コロナ禍の中でも中小企業に対する

対策がなされている。

出所：https://kigyolog.com/article.php?id=1045(2021年9月19日確認)。
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中小企業ならではのメリット➂

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

マーケティング特論

法人税が軽減される

大企業に比べて中小企業の方が法人税が

安いという特徴がある。

現在法人税は23.4%であるが、中小企業の場合

15%にまで軽減されることがある。

出所：https://kigyolog.com/article.php?id=1045(2021年9月19日確認)。
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来週の授業の内容

名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

重要な概念の整理➀

マーケティング特論
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名古屋経済大学経営学部 徐誠敏(ソソンミン)

終

マーケティング特論
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